
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
號　

平
成
二
十
四
年
三
月

四
三

一
　
一
休
宗
純
の
生
涯
（
は
じ
め
に
に
か
え
て
）

　

一
休
宗
純
（
以
下
一
休
と
略
称
す
）
の
女
人
教
化
の
内
容
に
入
る
前
に
、
一
休
そ
の
人
物
に
つ
い
て
、
伝
記
的
に
み
て
お
こ
う（
１
）。

　

一
休
は
、
父
を
後
小
松
天
皇
と
し
、
母
を
南
朝
の
遺
臣
花
園
院
某
の
女
と
し
た
が
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
京
都
の
民
家
に
お
い
て
、

正
月
一
日
、
藤
原
氏
の
一
庶
子
と
し
て
京
都
に
誕
生
し
た
。

　

六
歳
、
山
城
安
国
寺
住
持
象
外
集
鑑
（
夢
窓
楚
石
の
法
嗣
鉄
舟
徳
済
の
弟
子
）
の
も
と
で
行
者
と
な
り
、
周
建
と
安
名
さ
れ
た
。
一
二
歳
、

山
城
嵯
峨
宝
幢
寺
に
お
い
て
清
叟
仁
（
虎
関
師
練
の
弟
子
、
東
福
寺
聖
一
派
の
人
）
の
『
維
摩
経
』
の
講
席
に
連
な
り
、
一
三
歳
、
東
山
建
仁

寺
に
移
り
、
霊
泉
院
の
慕
哲
竜
攀
（
古
今
伝
授
の
東
常
縁
の
一
族
）
に
つ
い
て
作
詞
を
学
び
、
一
六
歳
、
同
寺
を
出
て
壬
生
の
清
叟
に
従
っ

て
、
経
録
・
外
典
の
講
を
聴
き
、
同
時
に
西
金
寺
に
隠
遁
し
て
い
た
謙
翁
宗
為
（
妙
心
寺
開
山
関
山
慧
玄
よ
り
授
翁
宗
弼
・
無
因
宗
因
・
謙
翁

と
相
承
し
た
人
）
の
室
を
扣
い
て
参
禅
し
、
両
師
に
師
事
す
る
こ
と
五
年
、
応
永
二
一
年
謙
翁
が
示
寂
し
た
の
で
、
翌
年
二
二
歳
、
か
ね
て

か
ら
私
淑
し
て
い
た
華
叟
宗
曇
に
近
江
堅
田
の
祥
瑞
庵
に
参
じ
、
九
年
間
の
克
苦
を
し
、
宗
旨
の
要
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
華
叟
に
師
侍

す
る
こ
と
三
年
、
二
五
歳
の
時
「
一
休
」
の
道
号
を
授
け
ら
れ
、
翌
々
年
二
七
歳
に
し
て
鴉
の
声
を
聞
い
て
大
悟
し
た
。
応
永
三
四
年
、
実

父
後
小
松
上
皇
よ
り
時
々
召
さ
れ
、
奉
答
せ
し
め
ら
れ
、
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
上
皇
崩
御
の
直
前
に
再
び
召
さ
れ
、
先
朝
の
立
派
な
書

跡
や
、
名
人
の
草
書
な
ど
の
遺
愛
の
品
を
授
け
ら
れ
た
。
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
一
休
は
、
三
五
歳
に
し
て
華
叟
の
示
寂
に
逢
う
。

　

永
享
一
二
年
大
徳
寺
如
意
菴
（
華
叟
の
師
言
外
宗
忠
の
塔
所
）
の
塔
主
と
な
り
、
先
師
華
叟
の
一
三
回
忌
の
法
要
を
行
い
、
同
年
大
徳
寺
を

去
っ
て
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
譲
羽
山
に
入
り
、
尸
陀
寺
を
建
て
て
居
す
る
。
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
大
徳
寺
派
内
の
抗
争
を
憤
り
、

日
本
中
世
に
お
け
る
禅
僧
の
女
人
教
化

―
一
休
宗
純
の
事
例
を
中
心
と
し
て

―

海
老
澤
　
早
　
苗



日
本
中
世
に
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（
海
老
澤
）

四
四

再
び
譲
羽
山
に
入
り
断
食
し
て
自
殺
を
は
か
り
、
後
花
園
天
皇
は
女
房
奉
書
を
下
し
て
こ
れ
を
慰
問
せ
し
め
ら
れ
、
自
殺
を
思
い
と
ど
ま
っ

て
帰
京
、
翌
年
売
扇
庵
に
寓
し
、
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
そ
の
庵
南
の
瞎
驢
庵
に
遷
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
法
兄
養
叟
宗
頤
と
の
不
和
が

表
面
化
し
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）、
一
休
六
一
歳
、
一
日
養
叟
和
尚
に
逢
い
、
印
可
に
つ
い
て
口
論
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
法
の
縁
が
永

久
に
た
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）、『
自
戒
集
』
を
編
じ
、
法
兄
養
叟
宗
頤
を
罵
る
偈
文
を
集
め
た
。

　

康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
六
三
歳
、
山
城
薪
の
大
応
国
師
の
旧
蹟
妙
勝
庵
を
復
旧
し
て
こ
こ
に
お
り
、
そ
の
隣
に
酬
恩
庵
を
は
じ
め
て
、

こ
こ
に
も
寓
し
た
。
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
春
六
六
歳
、
徳
禅
寺
住
持
の
請
を
受
け
て
入
院
し
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
洛
西
安
井
の
竜

翔
寺
（
南
浦
紹
明
開
山
）
の
廃
寺
を
興
し
、
同
三
年
秋
、
痢
病
に
罹
り
治
癒
す
る
と
桂
林
寺
に
兵
乱
を
避
け
、
翌
年
は
賀
茂
の
大
燈
寺
に
遇

し
、
年
末
に
瞎
驢
庵
に
帰
住
、
応
仁
の
乱
に
よ
り
同
庵
が
兵
火
に
罹
っ
た
の
で
、
東
山
虎
丘
庵
、
薪
の
妙
勝
・
酬
恩
両
庵
、
缾
原
の
慈
済

庵
、
南
都
、
和
泉
、
摂
津
住
吉
の
松
栖
庵
と
転
々
と
し
、
檀
越
が
坂
井
に
雲
門
寺
を
は
じ
め
た
の
で
こ
れ
に
寓
し
た
。
文
明
五
年
（
一
四
七

三
）
幕
府
は
陣
中
に
大
徳
寺
を
建
て
、
こ
れ
に
請
じ
、
翌
年
、
広
徳
寺
の
柔
中
和
尚
（
大
徳
寺
四
四
世
）
は
大
徳
寺
入
寺
の
詔
勅
文
を
捧
じ

や
っ
て
来
て
、
断
る
こ
と
が
で
き
ず
入
寺
法
語
を
作
っ
て
こ
れ
に
応
じ
た
。
同
七
年
八
二
歳
、
薪
に
移
し
た
虎
丘
庵
に
寿
塔
を
営
み
、
慈
楊

と
扁
し
た
。
同
一
〇
年
和
泉
に
赴
い
て
住
吉
慈
恩
寺
に
言
外
宗
忠
の
百
年
忌
を
預
修
し
て
薪
の
酬
恩
庵
に
帰
り
、
夏
末
に
妙
勝
庵
に
再
住

し
、
同
一
一
年
大
徳
寺
法
堂
の
新
築
を
成
就
し
た
。
同
一
三
年
大
徳
寺
の
山
門
墻
壁
を
新
築
し
、
初
冬
微
恙
を
発
し
、
一
一
月
二
一
日
、
薪

の
酬
恩
庵
に
示
寂
し
た
。
八
八
歳
。
慈
楊
塔
に
葬
り
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
弟
子
没
倫
紹
等
（
墨
斎
）
な
ど
が
大
徳
寺
に
真
珠
庵
を
は

じ
め
て
こ
れ
に
も
分
塔
し
た
。

二
　
一
休
の
女
人
教
化

　

次
に
、
一
休
の
女
人
教
化
の
内
容
を
『
一
休
和
尚
法
語（
２
）』（

以
下
『
法
語
』
と
略
す
）
に
み
て
み
よ
う
。

　

本
『
法
語
』
は
三
部
構
成
で
あ
り
、
第
一
部
は
書
簡
体
の
候
文
で
あ
り
、
手
紙
の
相
手
は
一
休
の
母
親
（
心
昌
）
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た

貴
人
の
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
文
中
の

又
、
母
に
て
候
者
は
、
七
十
六
に
し
て
、
去
年
果
て
ら
れ
候
。
心
昌
辞
世
歌
、

夜
々
ご
と
に
見
え
つ
隠
れ
つ
す
む
月
の
変
は
ら
ぬ
色
を
誰
か
知
ら
ま
し

此
歌
を
口
遊
み
て
、
其
後
は
其
様
へ
参
り
て
、
御
菩
提
の
心
を
勧
め
申
候
へ
と
、
繰
り
返
し
申
さ
れ
候
つ
る
。



日
本
中
世
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僧
の
女
人
教
化
（
海
老
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四
五

と
い
う
一
文
よ
り
判
明
す
る
。

　

第
二
部
は
、
仮
名
書
き
の
公
案
を
与
え
る
体
裁
で
あ
る
。
一
休
は
『
自
戒
集
』
に
お
い
て
、
比
丘
尼
等
に
仮
名
書
き
の
法
語
を
与
え
、
入

室
参
禅
、
得
法
さ
せ
る
養
叟
宗
頤
や
そ
の
弟
子
春
浦
宗
熙
の
教
化
の
あ
り
方
を
強
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
部
の
内
容
が
、
歴
史
上

の
一
休
の
立
場
と
は
、
相
容
れ
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
得
法
、
印
可
証
明
の
受
授
を
目
的
と
し
な
い
、
特
に
在
家
の
女
性
に
対
し
て

は
、
公
案
に
つ
い
て
の
法
話
を
求
め
る
者
が
あ
ら
ば
、
し
か
る
べ
き
態
度
に
て
そ
の
要
請
に
応
じ
、
仮
に
そ
れ
が
事
実
だ
と
し
た
な
ら
ば
、

以
下
に
み
て
い
く
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
塚
大
展
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
頭
は
、
大
徳
寺

系
、
妙
心
寺
系
の
密
参
帳
を
参
看
す
る
と
、
い
ず
れ
も
始
め
の
方
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
初
学
者
向
け
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の

内
容
を
列
挙
す
れ
ば
①
不
思
善
不
思
悪
、
②
柏
樹
子
、
③
万
法
不
侶
、
④
本
有
円
成
仏
、
⑤
阿
誰
、
⑥
地
獄
、
⑦
古
帆
未
掛
、
⑧
臨
済
三
玄

三
要
、
⑨
南
泉
斬
猫
、
⑩
臨
済
四
喝
、
⑪
百
丈
野
狐
の
十
一
則
で
あ
る
。

　

そ
し
て
追
申
文
を
挟
ん
で
、
第
三
部
の
和
歌
、
と
『
法
語
』
は
展
開
す
る
。
こ
の
部
は
、
多
く
一
休
の
道
歌
と
さ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
法
語
』
全
体
を
通
読
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
第
二
部
に
も
候
文
は
含
ま
れ
て
お
り
、
第
三
部
の
末
文
に

　

右
の
一
巻
、
由
無
し
事
な
れ
ど
も
、
心
ざ
す
事
の
侍
り
し
か
ば
、
人
の
持
て
る
を
請
て
、
写
し
止
め
侍
り
ぬ
。
童
子
、
沙
を
集
む
る

戯
れ
だ
に
、
功
徳
の
有
る
由
侍
り
。
ま
し
て
や
、
か
く
尊
き
法
の
道
を
写
し
止
め
侍
り
し
か
ば
、
仏
に
な
る
事
、
疑
い
有
べ
か
ら
ず
と

ぞ
思
ひ
給
ふ
る
。
此
次
に
思
ひ
出
し
、
言
ひ
続
け
侍
り
ぬ
る
ま
ゝ
に
、
心
に
任
せ
て
、

　

願
は
ず
と
道
の
道
た
る
道
に
行
か
ん
身
の
限
り
有
る
道
を
道
に
て

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
こ
の
『
法
語
』
全
て
が
、
誰
か
（
一
休
の
母
親
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
貴
人
）
に
送
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

書
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、『
法
語
』
の
解
説
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
実
際
に
女
性
に
も
語
ら
れ
た
『
法
語
』
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
の

か
、
少
々
長
い
引
用
と
な
る
が
、
労
を
厭
わ
ず
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

な
お
、
第
一
部
で
は
、
内
容
を
五
つ
に
分
け
、
書
簡
体
の
文
の
引
用
の
後
に
、
内
容
毎
に
概
略
的
説
明
を
箇
条
書
き
に
し
、
第
二
部
で

は
、
各
話
頭
毎
及
び
追
伸
文
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
説
明
を
行
い
、
最
後
の
第
三
部
で
は
、
本
文
全
体
の
引
用
の
後
に
、
第
一
部
同
様
、

箇
条
書
き
に
和
歌
に
よ
り
説
明
さ
れ
た
内
容
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
う
。『
法
語
』
に
は
和
歌
が
七
二
首
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
第
三
部

に
は
六
一
首
の
和
歌
が
集
め
ら
れ
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
歌
が
、
重
複
し
て
言
葉
を
変
え
て
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
首
毎
の
意
味
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四
六

を
取
る
こ
と
は
避
け
、
六
一
首
の
和
歌
に
込
め
ら
れ
た
教
化
の
内
容
、
エ
ッ
セ
ン
ス
を
分
類
し
て
七
つ
の
箇
条
書
き
と
し
て
示
す
こ
と
と
す

る
。

〔
第
一
部
〕

　

先
御
心
も
ち
と
申
は
、
朝
夕
仏
法
に
、
御
油
断
な
き
事
に
て
候
。
古
し
へ
今
に
い
た
り
、
憂
世
の
有
様
、
御
夢
の
ご
と
く
に
さ
へ
、

思
し
召
さ
れ
候
へ
ば
、
何
事
も
御
心
の
と
ま
る
事
、
御
座
候
ま
じ
く
候
。
爰
を
、
仏
、
御
観
念
有
り
て
『
法
華
』
の
文
に
、「
観
彼
久

遠
、
猶
如
今
日
」
と
御
述
べ
候
。
此
文
の
心
は
、「
彼
の
久
し
く
遠
き
事
を
見
給
ふ
に
、
同
じ
く
今
日
の
如
く
見
給
へ
」、
と
の
御
事
に

て
候
。
天
地
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
し
よ
り
以
来
、
変
は
る
事
な
し
と
、
萬
の
事
を
悟
り
給
ふ
、
と
の
御
事
に
て
候
。
然
ら
ば
、
さ
の
み
深

く
御
不
審
ま
じ
く
候
。
仏
法
と
申
す
は
、
執
着
を
戒
め
給
う
。
さ
ら
に
心
を
と
ゞ
め
て
も
、
そ
の
甲
斐
な
き
こ
と
わ
ざ
見
ま
い
ら
せ
候

を
、
先
禅
家
に
用
ひ
申
候
。
か
様
に
申
候
事
、
証
拠
な
く
候
へ
ば
、
い
か
ゞ
と
存
候
て
、
昔
の
事
を
、
大
方
引
き
申
入
候
。

　

都
に
夢
窓
国
師
と
て
、
日
本
に
隠
れ
な
き
御
僧
ま
し
〳
〵
け
る
。
其
比
は
、
尊
氏
将
軍
の
御
代
也
。
彼
の
夢
窓
国
師
、
悟
り
の
歌

に
、

　
　

夢
の
世
に
夢
の
ご
と
く
に
生
れ
き
て
露
と
消
え
な
ん
身
こ
そ
や
す
け
れ

　

夫
人
間
の
有
様
、
万
事
と
ゞ
ま
る
事
な
し
。
元
よ
り
生
の
は
じ
め
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
死
の
終
を
わ
き
ま
へ
ず
、
闇
々
茫
々
と
し
て
、

苦
し
み
の
海
に
沈
む
也
。
こ
ゝ
を
、
仏
の
哀
と
思
い
し
召
し
て
、
色
々
の
御
方
便
に
て
、
衆
生
を
救
ひ
給
ふ
。

　

さ
れ
ど
も
、
人
間
の
心
無
道
に
し
て
、
悪
道
へ
歩
み
を
進
め
、
善
き
方
へ
は
心
進
み
難
く
、
徒
に
光
陰
を
送
り
、
六
道
憐
れ
み
の
業

果
絶
え
ず
、
た
ま
〳
〵
教
へ
に
従
ふ
と
い
へ
ど
も
、
名
利
の
善
を
作
す
事
ば
か
り
也
。
名
利
と
申
は
、
其
身
の
名
を
上
げ
、
人
に
賞
め

ら
れ
ん
と
思
ふ
心
を
種
と
し
て
、
堂
塔
を
建
立
し
、
時
の
富
貴
に
驕
れ
り
。

　

か
く
の
ご
と
く
の
人
を
、
仏
は
深
く
嫌
は
せ
給
ふ
。
真
の
道
は
、
万
事
法
度
を
背
か
ず
、
世
に
従
ひ
て
、
憲
法
な
る
人
を
、
仏
道
に

成
就
の
人
と
申
也
。

　

御
歳
も
早
や
暮
れ
過
ぎ
さ
せ
給
へ
ば
、
何
の
御
望
み
御
座
候
は
ん
や
。
殊
更
地
獄
の
活
頭
を
も
、
し
ろ
し
め
さ
れ
候
上
は
、
行
水
の

ご
と
く
に
、
御
心
を
も
た
せ
給
ひ
て
、
御
胸
の
中
に
、
何
事
も
御
座
有
べ
く
候
。
こ
ゝ
を
、
仏
、『
三
部
経
』
に
、「
己
身
の
弥
陀
、
唯

心
の
浄
土
」
と
述
べ
給
へ
り
。
此
文
字
の
心
は
、「
己
れ
が
心
弥
陀
、
唯
心
の
浄
土
」
と
申
也
。
然
れ
ば
、
十
万
億
土
は
、
御
願
ひ
あ
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る
ま
じ
く
候
。

　
　

仏
と
は
何
を
岩
間
の
苔
筵
唯
慈
悲
心
に
し
く
も
の
は
な
し

　

此
哥
の
ご
と
く
、
御
受
用
候
へ
ば
、
何
事
も
仏
心
と
見
ま
い
ら
せ
べ
く
候
。
古
し
へ
舟
田
の
御
方
丈
に
て
、
程
な
く
宗
建
を
は
じ
め

ま
い
ら
せ
、
人
々
過
ぎ
ゆ
か
せ
給
ひ
候
事
、
夢
と
は
思
し
召
さ
れ
ず
候
や
。
申
し
て
も
尽
く
し
難
き
は
、
か
や
う
に
御
健
気
に
御
入
候

て
、
私
も
な
が
ら
へ
、
仏
法
の
御
事
ど
も
申
上
げ
ま
い
ら
せ
候
事
、
他
生
の
縁
深
き
と
存
候
。『
因
果
経
』
に
、「
自
以
誰
な
ら
ん
」

と
、
仏
も
御
述
べ
候
。
又
、
母
に
て
候
者
は
、
七
十
六
に
し
て
、
去
年
相
果
て
ら
れ
候
。
心
昌
辞
世
の
歌
、

　
　

夜
々
ご
と
に
見
え
つ
隠
れ
つ
す
む
月
の
変
は
ら
ぬ
色
を
誰
か
知
ら
ま
し

　

此
歌
を
口
遊
み
て
、
其
後
は
、
其
様
へ
参
り
て
、
御
菩
提
の
心
を
勧
め
申
候
へ
ど
、
繰
返
し
申
さ
れ
候
つ
る
。
彼
の
御
命
を
背
き
難

く
存
候
て
、
度
々
参
り
つ
る
。
母
に
て
候
者
の
事
、
思
い
出
し
参
ら
せ
候
へ
ば
、
一
入
其
方
へ
参
り
度
こ
そ
候
へ
。
早
や
其
様
の
御
覚

悟
も
、
大
安
楽
の
道
に
、
御
心
付
き
候
へ
ば
、
目
出
度
満
足
致
し
候
。
御
慰
み
な
ど
に
は
、
御
看
経
も
然
る
べ
く
候
。
御
心
尽
く
し
て

は
、
努
々
御
沙
汰
候
ま
じ
く
候
。『
大
般
若
』
の
文
に
、「
一
切
不
行
を
仏
の
行
と
す
」
と
御
座
候
。
爰
を
以
て
、
昔
、
さ
る
知
識
の
歌

に
、

　
　

あ
ら
楽
や
虚
空
を
家
と
住
み
な
し
て
心
に
か
ゝ
る
造
作
も
な
し

　
　

出
る
と
も
入
る
と
も
月
を
思
は
ね
ば
心
に
か
ゝ
る
山
の
端
も
な
し

　

是
は
、
生
死
に
取
り
あ
は
ぬ
所
の
歌
に
て
候
。
能
々
御
工
夫
有
る
べ
く
候
。

　

又
、
弘
法
大
師
の
御
辞
世
に
、

　
　

今
は
早
や
後
世
の
勤
も
せ
ざ
り
け
り
阿
吽
の
二
字
の
あ
る
に
ま
か
せ
て

　

何
れ
も
悟
り
の
人
は
、
か
や
う
に
暇
あ
き
候
様
に
、
申
置
れ
候
。

　

又
、
慈
鎮
和
尚
の
歌
に
、

　
　

仮
の
世
に
又
旅
寝
し
て
草
枕
夢
の
世
に
又
夢
を
見
る
哉

　
　

引
寄
せ
て
結
べ
ば
草
の
庵
に
て
解
く
れ
ば
元
の
野
原
な
り
け
り

　

是
は
、
色
相
の
上
を
、
軽
く
思
し
召
し
候
へ
と
の
心
に
て
候
。
い
つ
の
日
、
い
つ
の
時
、
御
大
事
来
り
参
ら
せ
候
と
も
、
御
心
の
内

に
、
何
事
も
思
し
召
し
候
ま
じ
く
候
。「
病
難
、
若
し
痛
く
せ
め
来
り
候
と
も
、
其
の
苦
し
み
に
任
せ
て
、
相
果
て
候
へ
」
と
、
大
唐
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の
黄
檗
禅
師
の
『
伝
心
法
要
』
と
申
に
も
、
書
き
置
か
れ
候
。

　

日
本
に
て
は
、
聖
徳
太
子
、
病
難
の
時
、
此
歌
あ
そ
ば
さ
れ
候
。

　
　

浮
雲
は
幾
重
に
も
か
か
れ
空
に
消
え
月
は
隈
無
き
光
な
り
け
り

　

此
歌
の
心
は
、
何
事
も
と
り
あ
ひ
候
は
で
、
無
念
無
想
の
所
を
用
い
候
へ
と
の
御
事
に
て
候
。

　

又
、
由
良
の
開
山
の
歌
に
、

　
　

何
事
も
夢
幻
と
悟
り
て
は
現
な
き
世
の
住
ま
ひ
な
り
け
り

　

此
哥
の
心
は
、
如
何
な
る
大
王
・
后
の
外
、
上
下
の
人
々
悲
し
み
給
ふ
は
、
死
の
道
に
て
候
。
爰
を
さ
へ
御
覚
悟
候
へ
ば
、
す
な
は

ち
安
養
の
浄
土
、
九
品
の
蓮
華
に
ま
と
は
れ
て
、
大
安
楽
の
御
身
と
な
ら
せ
給
ふ
べ
し
。

　

大
世
尊
の
御
説
法
に
も
、
女
人
成
仏
の
難
き
事
を
、
か
く
説
き
給
ふ
。
か
や
う
の
事
を
聞
し
召
し
て
、
御
道
心
捨
て
さ
せ
給
ふ
ま
じ

く
候
。
其
の
理
を
粗
々
申
上
候
。
男
子
に
生
を
受
け
申
候
て
、
残
ら
ず
成
仏
す
べ
き
に
非
ず
。
殊
に
竜
女
は
、
八
歳
に
し
て
、
三
国
に

名
を
残
し
申
し
候
。
御
経
に
も
、
賞
め
給
ふ
。
然
れ
ば
、
女
人
こ
そ
猶
も
御
頼
も
し
き
事
に
て
候
へ
ば
、
成
仏
と
て
、
別
に
尊
き
光
も

放
ち
、
奇
特
を
も
見
せ
申
候
事
は
有
ま
じ
く
候
。
御
悟
り
候
て
、
御
心
中
に
、
こ
れ
ぞ
、
御
不
審
候
は
ぬ
と
、
思
し
召
し
候
事
御
座
候

を
、
大
悟
り
と
申
事
に
候
。

　

仏
御
入
滅
の
後
、
祖
師
先
徳
の
沙
汰
し
給
ふ
御
法
に
も
、
見
理
・
受
用
の
二
つ
に
て
御
入
候
。
参
学
を
も
御
大
儀
に
思
し
召
す
ま
じ

く
候
。
其
故
は
、
祖
師
の
色
々
苦
労
し
、
朝
夕
の
行
体
を
な
し
、
五
戒
・
百
戒
・
五
百
戒
を
立
ら
れ
候
事
も
、
只
一
身
の
沙
汰
に
て
御

入
候
。

　

御
女
房
衆
の
御
悟
り
有
り
し
は
、
嵯
峨
の
天
皇
の
后
、
檀
林
皇
后
也
。
其
外
、
人
の
数
を
知
ら
ず
。
美
濃
の
国
に
は
、
興
性
寺
の
千

代
野
と
申
女
、
悟
り
て
候
。
こ
の
歌
に
、

　
　

と
に
か
く
に
匠
み
し
桶
の
底
抜
け
て
水
た
ま
ら
ね
ば
月
も
宿
ら
ず

　

か
や
う
の
事
を
聞
し
召
し
候
て
、
今
日
よ
り
は
、
禅
宗
の
参
学
に
、
御
心
を
尽
く
し
給
ふ
べ
し
。
涯
分
御
手
を
引
き
申
べ
し
。

　

先
づ
御
く
だ
心
を
思
い
召
し
た
ち
、
後
の
世
を
御
助
か
り
候
は
ん
と
、
御
覚
悟
候
へ
と
勧
め
申
物
は
、
何
物
ぞ
や
。
又
、
か
や
う
に

不
審
を
受
け
申
候
物
は
、
何
物
ぞ
や
。
目
に
見
え
ず
し
て
、
様
々
に
な
り
行
故
に
、
六
道
輪
廻
の
種
と
な
る
事
を
、
仏
の
三
毒
と
説
き

給
ふ
。
一
に
慳
貪
、
二
に
瞋
り
腹
立
つ
事
、
三
に
愚
癡
の
心
、
此
の
三
つ
を
離
れ
候
へ
と
、
古
し
へ
今
に
い
た
る
ま
で
、
示
す
也
。　
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是
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
愛
執
の
心
深
き
故
に
、
人
を
妬
み
、
譏
り
、
罵
詈
放
言
し
て
、
互
い
に
苦
し
み
の
涙
を
流
し
、
袖
を
絞
る
也
。

是
れ
皆
一
心
の
わ
ざ
也
。
久
し
く
遠
き
事
を
観
じ
、
物
を
忘
れ
ざ
る
も
一
心
也
。
四
百
四
病
を
受
け
、
大
苦
を
受
く
る
も
一
心
也
。
雪

霜
の
寒
き
事
を
厭
ひ
、
大
寒
の
苦
と
な
す
も
心
也
。

　

さ
れ
ば
、
此
心
一
つ
を
取
り
と
ゞ
め
難
け
れ
ば
、
六
道
の
業
絶
え
ず
、
生
に
生
を
重
ね
、
死
に
死
を
継
ぎ
、
浮
き
沈
む
の
み
也
。
此

心
と
云
ふ
も
の
は
、
如
何
に
と
判
じ
申
に
、
影
形
も
無
き
も
の
也
。
形
無
き
故
に
、
消
え
失
せ
ず
。
然
れ
ば
、
生
も
無
く
、
死
も
無

し
。
こ
ゝ
を
仏
と
も
、
金
剛
の
正
体
と
も
述
べ
給
ふ
。
無
相
に
し
て
有
な
る
が
故
に
、
去
来
行
き
止
ま
る
事
な
し
。
住
所
更
に
無
し
。

色
相
の
生
滅
に
預
か
る
に
よ
つ
て
。
無
常
と
説
き
、
又
は
大
死
と
述
べ
て
、
是
を
憐
れ
み
悲
し
み
、
定
離
と
申
也
。

　

か
や
う
に
申
入
候
は
、
御
心
に
形
な
き
所
を
御
覧
ぜ
ら
れ
候
へ
と
申
事
に
て
候
。
何
物
か
色
相
を
去
つ
て
、
仏
神
と
も
、
鬼
神
と
も

な
り
申
べ
く
候
や
。
浄
土
・
穢
土
の
事
、
是
を
以
て
、
御
分
別
有
る
べ
く
候
。
御
不
審
晴
れ
申
候
は
ば
、
迷
ひ
の
雲
、
千
里
万
里
の
外

に
払
ひ
、
一
つ
と
し
て
御
心
止
ま
る
事
有
る
ま
じ
く
候
。
是
を
大
正
覚
と
申
也
。
是
を
い
た
り
て
、
色
も
無
く
、
相
も
無
く
、
声
も
無

く
、
一
念
も
無
し
。

　

是
に
よ
り
て
、『
心
経
』
に
も
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
と
説
き
給
ふ
。
一
心
の
外
に
別
の
物
無
し
。
本
よ
り
経
も
無
し
。
心

は
、
無
始
無
終
に
し
て
、
住
所
無
し
。
爰
を
開
て
、
天
地
草
木
の
、
畢
竟
し
て
見
る
法
は
浅
く
候
。
見
ざ
る
法
は
深
し
。
早
く
生
死
の

絆
を
離
れ
て
、
大
解
脱
の
御
身
と
な
ら
せ
給
ふ
べ
し
。

　

御
工
夫
に
も
、
古
則
話
頭
、
御
不
審
離
れ
候
由
、
仰
ら
れ
候
。
尤
に
候
。
昔
の
御
僧
達
、
集
め
給
ふ
な
ぞ
ゑ
を
、
粗
々
仮
名
に
て
、

御
慰
み
に
記
し
参
ら
せ
候
。

　

以
上
が
『
法
語
』
第
一
部
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
仮
に
五
つ
に
分
け
て
説
明
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
物
事
へ
の
執
着
を
戒
め
、
名
利
を
も
と
め
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の
名
声
を
上
げ
、
世
間
の
人
に
誉
め
ら
れ
た
い
と
思
う
思
い
を
動
機

と
し
て
堂
塔
を
建
立
し
、
一
時
の
富
貴
に
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
真
実
の
道
と
は
、
万
の
こ
と
に
つ
け
世
の
中
の
掟
に

背
か
ず
、
物
事
に
公
正
な
立
場
を
と
り
、
そ
う
で
あ
る
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
仏
道
の
お
い
て
大
事
を
成
し
遂
げ
た
人
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

②
十
万
億
土
の
彼
方
に
浄
土
を
願
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の
心
そ
の
も
の
が
浄
土
で
あ
り
、
慈
悲
心
こ
そ
仏
で
あ
る
。
あ
れ
や
こ
れ
や

と
気
を
も
ん
で
穿
鑿
し
て
は
な
ら
な
い
。
生
死
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
も
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
実
は
仮
の
世
で
あ
る
か

ら
、
現
実
世
界
の
こ
と
は
深
刻
に
な
ら
ず
に
考
え
な
さ
い
。
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③
釈
尊
の
説
法
に
も
、
女
人
成
仏
の
難
し
さ
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
、
道
心
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
男

子
に
生
を
受
け
て
も
、
そ
の
全
て
が
成
仏
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
龍
女
は
八
歳
で
道
を
悟
り
、
三
国
に
そ
の
名
を
残
し
た
。
女
人
で
あ
っ
て

も
頼
も
し
い
も
の
だ
。
成
仏
は
、
尊
い
光
を
放
っ
た
り
、
霊
妙
不
可
思
議
な
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
心
の
中
に
疑
問
が
無
く
な
っ

た
時
、
そ
れ
を
大
悟
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

④
禅
宗
の
参
学
を
面
倒
く
さ
が
ら
ず
、
御
心
を
つ
く
し
て
行
う
よ
う
に
。
御
女
房
の
お
悟
り
に
な
っ
た
例
と
し
て
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
、

檀
林
皇
后
と
、
美
濃
の
国
、
興
性
寺
の
千
代
野
と
申
す
女
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

⑤
仏
は
三
毒
（
貪
・
瞋
・
痴
）
を
説
き
、
そ
こ
か
ら
離
れ
な
さ
い
と
説
き
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
者
は
、
愛
執
の
念
が
深

く
、
そ
れ
故
人
を
嫉
妬
し
て
譏
っ
た
り
、
罵
り
、
悪
態
を
つ
い
て
お
互
い
を
傷
つ
け
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
心
の
な
せ
る
わ
ざ
で
、
も
の

を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
こ
の
一
心
に
よ
る
。
こ
の
心
と
い
う
も
の
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
え
ば
、
影
も
形
も
な
く
、
消
え
失
せ
る
こ

と
も
な
い
。
従
っ
て
生
も
死
も
な
く
、
こ
れ
を
仏
と
も
金
剛
の
正
体
と
も
い
う
。
一
心
は
無
相
で
あ
っ
て
、
し
か
も
存
在
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
心
に
形
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
よ
く
ご
覧
な
さ
い
。
色
相
あ
っ
て
こ
そ
、
仏
や
神
、
鬼
神
が
生
ず
る
。
浄
土
、
穢
土
と
い
う
こ
と

も
、
こ
の
点
を
も
っ
て
分
別
な
さ
る
の
が
よ
い
。
疑
問
が
解
消
し
た
な
ら
こ
の
事
を
大
正
覚
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
色

相
も
な
く
音
声
も
な
く
一
念
す
ら
無
く
な
る
。
心
は
始
め
も
終
わ
り
も
な
く
住
所
も
な
い
。
こ
の
点
を
敷
衍
し
て
い
え
ば
、
天
地
草
木
に
至

ま
で
、
結
局
目
に
見
え
る
法
は
浅
く
、
見
え
な
い
法
は
深
い
の
で
す
。
速
や
か
に
生
死
の
絆
か
ら
は
な
れ
て
、
大
解
脱
の
御
身
と
な
り
な
さ

い
。

〔
第
二
部
〕　

　

本
来
の
面
目
の
示
し
様
、「
不
思
善
不
思
悪
、
未
生
以
前
、
何
れ
の
所
よ
り
来
る
」。
又
は
、「
如
何
な
る
か
是
本
来
の
面
目
」
と
ば

か
り
も
問
申
候
。
此
言
葉
を
受
取
り
て
、
三
十
日
、
五
十
日
、
乃
至
一
年
、
二
年
工
夫
を
遂
げ
て
、
案
じ
申
様
は
、「
我
身
の
生
の
所

は
、
仏
も
、
何
れ
の
祖
師
も
知
ら
れ
ま
じ
く
候
。
仏
祖
不
識
の
所
、
是
に
て
候
」
と
申
候
へ
ば
、
此
上
に
受
用
と
て
、
色
々
大
事
有
る

由
、
長
老
申
さ
れ
候
間
、
又
、
是
れ
を
工
夫
し
て
申
様
は
、「
天
地
開
闢
よ
り
以
来
、
知
ら
れ
ま
じ
き
」
と
受
用
す
。
爰
に
て
、
長

老
、
尤
の
由
申
さ
れ
候
。
学
者
、
後
に
教
へ
に
よ
っ
て
、
其
語
を
す
る
な
り
。
大
方
此
分
に
候
。

　
「
善
も
悪
も
思
わ
ず
、
い
ま
だ
自
分
が
存
在
し
な
い
以
前
、
自
分
自
身
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。」
と
い
う
問
い
に
対
す
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五
一

る
答
え
は
、「
天
地
が
開
け
世
界
が
生
ま
れ
て
よ
り
以
来
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

柏
樹
子
の
話
頭
と
て
、「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
」
と
云
ふ
。
爰
に
て
祖
師
の
曰
く
、「
庭
前
の
柏
樹
子
」
と
答
ふ
。「
心
を

参
ぜ
よ
」
と
申
に
、
而
し
て
、
学
者
の
曰
く
、「
祖
師
の
西
来
意
、
庭
前
の
柏
樹
子
も
同
じ
心
に
て
候
。
只
天
然
の
理
に
て
候
。
前
後

知
ら
ぬ
心
に
て
候
」
と
て
、
着
語
に
「
松
は
直
く
、
棘
は
曲
が
れ
り
」
と
申
。
又
、「
色
相
分
離
し
て
後
、
如
何
に
」
と
問
ふ
。「
松
直

か
ら
ず
、
棘
曲
ら
ず
」
と
申
す
。
三
度
四
度
申
返
し
て
、
是
を
至
極
の
道
理
と
申
す
。
是
は
、「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
の
心
也
。
此
極

意
は
、
意
と
云
ふ
、
根
本
無
相
な
る
所
を
知
ら
ん
為
也
。
大
方
此
分
に
候
。

　
「
祖
師
（
達
磨
）
が
西
よ
り
来
た
っ
た
意
味
は
い
か
な
る
も
の
か
。」
こ
こ
で
祖
師
（
趙
州
）
は
「
庭
前
の
柏
樹
子
」
と
答
え
た
。
こ
の
話

頭
の
意
義
は
、「
意
」
と
い
う
も
の
が
、
根
本
無
相
（
本
来
姿
形
の
な
い
も
の
）
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

万
法
不
侶
と
云
ふ
古
則
、「
万
に
侶
為
ら
ざ
る
人
、
是
れ
何
人
ぞ
や
」
と
問
ふ
。
学
者
、
耳
を
そ
ば
だ
て
ゝ
、
是
を
聞
く
。
歳
月
経

て
申
様
は
、「
我
が
一
心
は
、
万
法
の
外
に
て
候
。
体
も
色
も
無
く
候
。
物
に
与
せ
ぬ
物
に
て
候
。
然
も
、
天
に
覆
ひ
、
地
に
満
て

り
。
然
れ
ば
、
左
右
も
無
く
、
脚
下
漫
々
と
し
て
有
な
る
故
に
、
法
界
一
心
と
観
じ
て
、
大
国
の
龐
居
士
、
名
を
残
す
。」
是
は
、
目

に
見
ぬ
物
の
有
る
所
を
見
出
し
て
、
か
く
の
ご
と
く
申
す
な
り
。
地
獄
、
此
時
、
破
れ
申
候
。
心
御
入
候
也
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
関
係
を
持
た
な
い
人
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
か
。」
と
い
う
問
い
の
意
義
は
、
目
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
物

の
あ
る
こ
と
を
見
い
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
、
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　

　

本
有
円
成
の
事
。「
本
来
の
仏
、
何
の
縁
を
も
つ
て
、
迷
倒
の
衆
生
と
な
り
た
る
ぞ
や
」。
学
者
工
夫
し
て
申
様
は
、「
根
本
は
無
念

無
相
の
仏
な
る
を
、
衆
生
の
色
縁
に
引
か
れ
て
、
か
や
う
に
、
寒
温
苦
楽
を
得
る
身
と
な
り
き
た
つ
て
候
。」
爰
に
念
を
止
め
、
此
界

に
輪
廻
無
く
ば
、
本
有
の
仏
性
に
な
る
ご
と
く
、
此
時
、
種
々
伎
倆
を
為
し
、
種
々
言
葉
を
尽
く
し
、
前
後
無
生
と
見
る
也
。

　
「
本
来
仏
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
た
因
縁
で
迷
え
る
衆
生
と
な
っ
た
の
か
。」
と
い
う
問
い
か
け
の
意
義
は
、
本
来
、
三
界
六
道
な
ど
な

く
、「
前
後
無
生
（
後
に
も
先
に
も
何
も
生
じ
な
い
）」
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
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五
二

　

誰
そ
の
話
の
事
。「
釈
迦
・
弥
勒
は
、
彼
が
奴
。
彼
は
是
れ
誰
そ
。」
此
悟
り
を
承
け
て
、
歳
月
経
て
、
老
僧
の
前
へ
出
て
、「
座
上

に
和
尚
無
く
、
眼
前
に
我
無
し
」
と
申
て
、
一
味
平
等
の
と
こ
ろ
、
何
か
差
別
有
ら
ん
や
。
然
ら
ば
、
奴
婢
無
し
、
我
も
無
し
。
上

下
、
元
来
、
仏
も
衆
生
も
一
体
な
ら
ず
や
。
大
方
此
分
の
心
に
て
候
。

　
「
釈
迦
も
弥
勒
も
、
彼
の
奴
隷
で
あ
る
。
い
っ
た
い
彼
と
は
誰
で
あ
る
か
。」
と
い
う
問
い
の
意
義
は
、「
座
上
に
和
尚
も
な
く
、
眼
前
に

私
と
い
う
存
在
も
な
い
」
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
一
味
平
等
の
視
点
に
立
て
ば
、
い
っ
た
い
何
の
差
別
が
あ
り
得
よ
う
か
。
差
別
が
無
い

以
上
、
奴
婢
と
い
う
こ
と
も
、
我
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
上
下
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
仏
も
衆
生
も
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
一

体
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
如
何
な
る
か
是
れ
地
獄
」
と
示
さ
れ
て
、
歳
月
を
経
て
、
工
夫
し
て
申
様
は
、「
眼
前
是
れ
地
獄
」
と
申
す
。
又
問
ふ
、「
何
事
に

地
獄
ぞ
」。「
色
相
是
地
獄
な
る
」。「
色
相
分
離
し
て
は
如
何
に
」。「
眼
光
落
地
す
」。
爰
に
て
、
智
恵
に
よ
つ
て
種
々
の
語
を
か
け
、

大
略
、
無
に
落
候
。
あ
さ
ま
し
く
候
。

　
「
地
獄
と
は
、
い
か
な
る
も
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
の
意
義
は
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
世
、
我
自
身
が
地
獄
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
色
相
を
離
れ
、
結
局
地
獄
の
事
を
考
え
る
と
虚
無
に
陥
り
、
そ
れ
ほ
ど
愚
か
な
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で

あ
る
。

　
「
古
帆
掛
け
ざ
る
時
は
如
何
」。
学
者
の
曰
く
、「
小
魚
、
大
魚
を
呑
む
」。「
又
、
掛
け
て
後
、
如
何
」。「
大
魚
、
小
魚
を
呑
む
」。
此

心
は
、
船
の
帆
掛
か
り
て
有
時
は
、
大
な
る
魚
が
、
小
さ
き
魚
を
呑
む
と
云
ふ
也
、
帆
の
掛
か
ら
ざ
る
時
は
、
小
さ
き
魚
が
、
大
な
る

魚
を
呑
む
と
云
ふ
心
也
。
此
心
は
、
諸
宗
に
少
し
も
知
ら
ず
、
禅
家
の
大
事
也
。
有
と
申
さ
ん
と
て
は
、
世
に
有
事
を
吐
く
語
を
隠

し
、
又
、
無
な
る
事
を
申
さ
ん
と
て
は
、
世
に
無
き
事
を
吐
て
、
心
を
隠
し
て
、
生
死
思
推
の
処
を
、
難
し
く
申
さ
ん
為
也
。
御
理
り

御
座
候
。
直
に
申
べ
く
候
。

　
「
古
帆
が
船
に
張
ら
れ
て
い
な
い
時
は
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
の
意
義
は
、
禅
家
に
お
い
て
は
、「
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
と
き
に

は
、
一
般
に
「
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
を
押
し
隠
し
、
ま
た
「
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
と
き
に
は
、
世
の
中
に
あ
り
得

な
い
こ
と
を
、「
あ
る
」
と
い
っ
て
そ
の
心
を
押
し
隠
し
ま
す
。「
生
死
思
惟
の
処
」
を
よ
り
難
し
く
言
う
た
め
の
問
い
な
の
で
す
。
こ
の
話
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五
三

頭
の
意
味
は
、
禅
家
の
一
大
事
な
の
で
す
。

　

臨
済
の
三
要
三
玄
と
申
事
の
候
。
か
や
う
の
事
は
、
申
尽
く
し
難
く
候
。
天
地
の
間
に
、
三
つ
要
む
。
三
つ
玄
し
と
申
事
、
何
ぞ

や
。
是
を
し
か
も
三
宝
と
申
事
有
り
。
古
徳
の
心
は
、
父
と
母
と
我
と
是
れ
三
つ
の
宝
也
。
一
つ
も
欠
け
て
は
、
物
な
ら
ず
候
。
三
玄

と
申
は
、
源
の
無
性
は
玄
き
貌
也
。
出
生
し
て
、
万
の
事
を
行
な
ひ
候
。
爰
に
、
大
秘
密
の
事
有
り
。
要
の
字
、
是
れ
す
な
は
ち
大
事

也
。

　

臨
済
義
玄
禅
師
の
「
三
要
三
玄
」
と
い
う
公
案
は
言
葉
で
は
言
い
尽
く
し
難
い
も
の
で
す
。「
三
玄
」
と
言
う
の
は
、
根
源
の
無
性
（
実

体
の
無
い
も
の
）
で
あ
り
、
玄
い
も
の
（
渾
然
と
し
て
い
て
見
分
け
が
た
い
も
の
）
で
す
。
そ
の
実
体
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
万
般
の
こ

と
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
大
秘
密
の
事
が
あ
り
ま
す
。「
要
」
の
字
こ
そ
が
眼
目
で
す
。

　

大
国
の
南
泉
和
尚
、
此
猫
児
を
斬
る
事
は
、
大
衆
答
へ
ざ
る
故
也
。
趙
州
、
爰
に
来
り
て
、
草
鞋
を
取
つ
て
、
頭
へ
挙
げ
、
衣
を
顔

に
当
て
ゝ
、
和
尚
の
前
に
出
る
。
和
尚
、
此
の
時
、
猫
を
斬
つ
て
、
後
悔
す
。
趙
州
、
甚
だ
以
て
面
目
な
る
が
、
第
一
に
色
相
の
逆
意

を
斬
る
也
。
迷
の
衆
生
、
色
心
共
に
、
斬
る
事
を
得
ず
。
様
々
に
斬
る
と
い
へ
ど
も
、
鈍
刀
な
れ
ば
、
離
る
ゝ
所
無
し
。
文
殊
の
利
剣

は
、
再
び
付
か
ず
と
申
心
に
て
候
。

　

唐
国
の
南
泉
普
願
和
尚
が
、
猫
を
斬
っ
て
捨
て
た
の
は
、
和
尚
の
問
い
か
け
に
大
衆
が
答
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
公
案
の
意
義

は
、
第
一
に
物
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
の
重
要
性
で
す
。
自
己
を
見
失
っ
て
い
る
衆
生
に
は
、
外
的
な
物
事
や
そ
れ
へ
の
執
着
を
と
も

に
断
ち
切
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
に
断
ち
切
る
と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
い
い
加
減
な
の
で
、
す
っ
か
り
断
ち
切
る
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
文
殊
の
す
ぐ
れ
た
剣
は
、
切
っ
先
鋭
く
執
着
を
断
ち
切
っ
て
、
二
度
と
は
戻
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
を
知

ら
し
め
て
い
ま
す
。

　

臨
済
の
四
喝
と
て
、
人
の
死
た
る
所
に
到
り
て
、
喝
す
。
此
心
、
確
か
に
心
得
た
る
僧
稀
也
。
只
成
就
の
僧
と
申
は
、
本
分
に
落
し

て
、
是
を
至
極
す
。
古
人
の
見
理
、
此
所
に
非
ず
。
既
に
臨
済
は
、「
命
根
本
不
絶
」
と
云
へ
り
。
然
れ
ば
、
当
時
の
僧
達
、
大
な
る

誤
ま
ち
な
り
と
は
、
未
学
に
し
て
衣
を
更
へ
、
人
の
眼
を
つ
ぶ
し
て
、
布
施
物
を
取
り
、
己
れ
が
生
々
世
々
の
炎
を
招
く
。
憐
れ
む
べ



日
本
中
世
に
お
け
る
禅
僧
の
女
人
教
化
（
海
老
澤
）

五
四

き
も
の
な
り
。

　

臨
済
の
四
喝
と
い
っ
て
、
人
が
死
ん
だ
場
所
に
行
っ
て
喝
す
。
こ
の
公
案
の
意
義
は
、
す
で
に
臨
済
は
「
命
の
源
は
絶
ち
切
れ
な
い
」
と

い
う
事
を
言
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
事
で
す
。

　
　
　　

百
丈
野
狐
の
話
の
事
。「
大
修
行
底
の
人
、
還
つ
て
因
果
有
る
や
、
也
た
無
し
や
」
と
問
ふ
。
答
へ
て
曰
く
、「
因
果
に
落
ち
ず
」
と

な
り
。
此
報
に
因
り
て
、
五
百
生
野
狐
の
身
に
堕
し
て
候
。
因
果
は
歴
然
有
る
物
と
申
旨
に
て
候
。
未
だ
悟
ら
ず
し
て
、
声
聞
の
見
解

に
て
、
因
果
は
無
し
と
答
へ
た
る
事
に
て
候
。
何
れ
も
別
に
深
き
事
御
座
候
は
ん
と
思
し
召
し
候
ま
じ
く
候
。
此
不
昧
因
果
と
申
す

は
、
因
果
に
昧
か
ら
ず
と
の
事
也
。
不
落
因
果
と
は
、
落
ち
ず
と
云
ふ
心
に
て
候
。
此
話
頭
の
眼
は
、
生
々
世
々
の
事
を
、
狐
に
寄
せ

て
、
説
か
れ
た
る
所
、
大
智
な
る
故
に
、
大
智
禅
師
と
申
也
。
一
状
、
大
国
に
て
、
色
々
仏
道
修
行
の
事
、
連
々
に
申
上
参
ら
せ
候
。

　
「
ひ
た
す
ら
に
修
行
に
徹
し
た
人
に
は
、
い
っ
た
い
因
果
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。」
と
い
う
問
い
の
意
義
は
、
因
果
は
歴
然
と
し
て
、
誰

彼
例
外
な
く
存
在
す
る
と
い
う
意
味
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
公
案
の
眼
目
は
、
生
々
世
々
輪
廻
す
る
こ
と
を
、
野
狐
に

こ
と
寄
せ
て
説
い
て
い
る
の
で
す
。

　

又
、
申
候
。
人
迷
ふ
時
は
、
火
を
以
て
火
を
消
さ
ん
と
し
、
水
を
以
て
水
を
か
く
。
大
海
を
沙
を
以
て
埋
め
ん
と
し
、
土
を
以
て
山

を
囲
は
ん
と
す
。
か
や
う
の
愚
か
な
る
事
は
、
人
々
仏
道
に
心
の
遠
ざ
か
る
事
、
萬
里
を
隔
て
、
手
に
は
百
八
煩
悩
の
絆
な
る
珠
数
を

爪
繰
り
、
二
世
三
世
を
祈
り
、
生
霊
・
死
霊
の
祟
り
を
見
出
し
、
石
塔
・
卒
都
婆
に
奇
特
有
り
と
思
ひ
、
梓
に
か
け
て
、
死
人
と
言
葉

を
か
は
す
事
を
云
ひ
て
、
涙
を
絞
り
、
諸
の
器
用
、
諸
の
禄
の
道
理
を
失
な
ひ
、
仏
菩
薩
に
妄
語
を
か
け
、
義
理
を
背
き
、
い
よ
〳
〵

盲
目
の
ご
と
く
、
竹
の
内
よ
り
天
を
測
る
物
は
、
生
々
世
々
浮
か
ぶ
事
有
べ
か
ら
ず
。

　
「
西
方
非
西
、
東
方
非
東
。
無
極
楽
無
地
獄
、
浄
土
非
浄
土
」
慳
貪
を
斬
ら
ず
し
て
、
し
か
も
又
、
し
か
も
外
の
大
空
三
昧
に
し

て
、
大
蓮
華
の
中
に
有
り
。
只
正
直
慈
悲
行
無
慚
也
。
念
を
斬
つ
て
、
し
か
も
又
斬
ら
ず
。
是
を
通
力
自
在
の
僧
と
申
也
。

　

唐
国
、
我
朝
に
至
り
、
上
下
万
民
、
仏
道
を
願
ふ
事
、
何
宗
が
宗
と
て
、
色
々
立
て
は
有
り
と
い
へ
ど
も
、
其
源
は
、
何
れ
も
極
楽

浄
土
に
至
り
、
地
獄
堕
つ
ま
じ
き
と
の
方
便
也
。
此
浄
土
と
云
ふ
は
、
何
処
な
れ
ば
、
我
心
の
内
に
有
り
。
又
、
地
獄
は
何
れ
ぞ
な
れ

ば
、
大
事
、
我
心
の
内
に
有
り
。
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或
る
人
、
達
磨
大
師
に
問
ふ
、「
地
獄
と
は
、
何
れ
の
所
ぞ
や
」。
答
へ
て
曰
く
、「
汝
が
心
中
に
、
貪
瞋
痴
の
三
毒
、
是
れ
也
。
貪

瞋
痴
と
は
、
貪
欲
と
て
、
万
の
愛
念
・
執
着
の
欲
を
申
也
。
瞋
と
は
、
腹
を
立
つ
る
念
を
申
也
。
癡
と
は
、
愚
癡
と
て
、
何
事
も
心
の

侭
に
無
き
事
を
嘆
き
悲
し
み
、
我
と
我
心
を
悩
ま
す
事
を
申
也
。
此
三
毒
、
か
く
の
ご
と
く
、
善
悪
の
法
を
造
り
出
し
、
地
獄
に
墜
つ

る
な
り
。
地
獄
と
て
、
別
に
余
の
世
界
有
る
事
に
て
は
あ
ら
ず
」。

　

又
問
ふ
、「
極
楽
と
は
、
何
れ
の
所
ぞ
や
」。
答
へ
て
曰
く
、「
極
楽
浄
土
と
て
、
外
に
有
る
べ
か
ら
ず
。
汝
が
心
中
の
三
毒
を
払
ふ

所
、
則
ち
浄
土
な
り
」
と
答
へ
給
ふ
。
仏
と
衆
生
と
隔
て
有
る
事
無
し
。
迷
の
衆
生
、
此
貪
瞋
痴
、
我
本
心
に
て
無
き
事
を
知
ら
ず
、

此
一
念
愛
し
憎
む
に
よ
り
て
、
地
獄
に
墜
つ
る
也
。
此
三
毒
を
本
と
し
て
、
八
万
四
千
の
煩
悩
起
こ
る
也
。
是
れ
則
ち
地
獄
な
り
。

　

仏
と
云
ふ
も
、
悟
り
と
云
ふ
も
、
名
は
変
は
れ
ど
も
、
同
じ
道
也
。
我
本
心
を
悟
る
人
を
、
則
ち
仏
と
名
付
く
る
也
。
然
れ
ば
、
我

心
の
外
に
、
別
に
仏
無
き
事
を
能
く
心
得
て
、
此
の
上
を
常
々
心
に
か
け
御
工
夫
有
ら
ば
、
道
に
御
当
た
り
候
は
ん
事
、
疑
い
有
る
べ

か
ら
ず
候
。

　
「
現
在
の
果
を
見
て
、
過
去
・
未
来
を
知
る
」
と
、
御
経
に
説
か
れ
候
。
此
心
は
、
今
爰
に
て
、
悪
心
・
悪
逆
を
心
に
忘
れ
ず
し

て
、
今
其
の
心
を
取
出
し
、
行
な
ふ
事
也
。
今
、
此
生
に
て
、
そ
の
心
を
忘
れ
ず
ば
、
又
、
今
の
心
を
未
来
へ
引
き
て
、
人
に
生
れ
出

べ
き
と
の
事
也
。

　

仏
は
万
に
自
在
を
得
た
り
と
い
へ
ど
も
、
見
当
た
ら
ざ
る
事
有
。
一
に
は
、
無
縁
の
衆
生
度
す
る
事
能
は
ず
。
二
に
は
、
衆
生
界
を

つ
く
る
事
能
は
ず
。
三
に
は
、
造
業
転
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
前
世
の
業
因
に
よ
り
感
得
し
た
る
善
悪
の
業
報
な
り
。
か
や
う
の
決
定
の

業
報
を
ば
、
仏
菩
薩
の
身
に
て
も
、
転
ず
る
事
叶
は
ず
。
貌
の
善
悪
、
福
徳
の
小
大
、
寿
命
の
長
短
、
種
姓
の
高
位
の
事
、
此
等
皆
前

世
の
業
因
に
た
へ
た
る
定
業
也
。
慈
悲
心
は
福
徳
の
家
に
生
れ
、
慳
貪
は
貧
苦
の
身
に
至
る
。
柔
和
忍
辱
の
心
は
姿
善
く
生
れ
、
礼
拝

は
高
家
に
生
る
ゝ
。
殺
生
を
し
た
る
物
は
、
短
命
に
生
る
ゝ
。
か
く
の
ご
と
く
、
何
れ
も
皆
前
世
の
悪
因
に
よ
り
、
悪
果
を
得
た
る
。

人
、
此
理
を
知
り
て
、
今
世
に
も
悪
行
を
造
ら
ず
ば
、
来
世
は
必
ず
善
果
を
得
べ
し
。

　

人
が
自
己
を
見
失
っ
て
い
る
と
き
は
、
盲
目
的
で
、
あ
た
か
も
竹
の
筒
か
ら
見
て
天
を
測
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は

何
度
も
何
度
も
輪
廻
し
て
、
六
道
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
西
方
は
西
で
は
な
く
、
東
方
は
東
で
は
な
い
。
極
楽
も
な
く
地
獄
も
な
く
、
浄
土
は
浄
土
で
は
な
い
。」
こ
の
よ
う
な
自
由
自
在
の
発
想

を
す
る
の
が
僧
と
い
う
も
の
で
す
。
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中
国
か
ら
日
本
に
至
る
ま
で
身
分
の
高
き
も
低
き
も
、
あ
ら
ゆ
る
民
が
仏
道
を
通
し
て
願
う
こ
と
は
極
楽
浄
土
に
至
り
、
き
っ
と
地
獄
に

墜
ち
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
方
便
な
の
で
す
。
こ
の
浄
土
と
い
う
も
の
は
、
何
処
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
。
地

獄
は
何
処
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
大
事
は
心
の
中
に
あ
る
。

　

あ
る
人
が
達
磨
大
師
に
「
地
獄
は
何
処
に
あ
る
の
か
。」
と
尋
ね
る
と
。
達
磨
は
答
え
て
言
う
、「
お
前
の
心
の
中
に
あ
る
、
貪
り
、
瞋

恚
、
愚
癡
の
三
毒
が
そ
れ
で
あ
る
。」

　

さ
ら
に
「
極
楽
と
は
、
何
処
に
あ
る
の
か
。」
と
質
問
す
る
と
、「
極
楽
は
（
自
己
の
）
外
に
あ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
自
分
の
心
の

中
に
あ
る
三
毒
を
払
い
さ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ま
ま
浄
土
な
の
だ
」
と
答
え
た
。
仏
と
衆
生
と
は
全
く
隔
て
が
な
い
。

　

仏
と
い
う
の
も
、
悟
り
と
い
う
も
の
、
そ
の
名
称
は
変
わ
る
が
、
同
じ
道
（「
仏
道
」）
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
己
の
心
の
ほ
か
に

仏
は
な
い
こ
と
を
よ
く
心
得
て
、
こ
の
あ
り
よ
う
を
い
つ
も
心
に
か
け
て
、
工
夫
を
重
ね
れ
ば
道
に
か
な
う
こ
と
必
定
で
あ
る
。

　
「
現
在
の
果
を
見
て
、
過
去
・
未
来
を
知
る
」
と
経
典
に
説
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
は
、
今
こ
の
世
で
「
悪
心
」「
悪
逆
」
を
心
に

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
そ
の
心
を
取
り
払
っ
て
行
い
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

仏
は
諸
事
万
般
に
お
い
て
自
在
の
力
を
得
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
に
は
、
縁
無
き
衆
生
を
救
う
事

は
で
き
な
い
。
二
つ
に
は
、
衆
生
界
そ
の
も
の
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
つ
に
は
、
一
度
作
ら
れ
た
業
は
転
換
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

〔
第
三
部
〕

・
三
日
月
の
満
つ
れ
ば
欠
け
て
あ
と
も
な
し
と
に
か
く
に
ま
た
有
明
の
月

・
雲
の
身
に
思
ふ
心
も
空
な
れ
ば
空
と
見
る
こ
そ
本
の
空
な
れ

・
嵐
山
に
咲
け
る
桜
と
見
る
か
ら
に
猶
は
か
な
し
と
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

・
待
ち
得
て
も
程
は
な
か
り
し
時
鳥
友
を
誘
ひ
て
い
づ
ち
ゆ
く
ら
ん

・
歳
々
に
時
雨
の
染
む
る
紅
葉
を
四
方
の
う
つ
ろ
ふ
た
め
し
と
も
知
れ

・
月
は
家
心
は
主
と
見
る
時
は
猶
仮
の
世
の
栖
居
な
り
け
り

・
家
破
れ
主
も
失
せ
な
ん
古
へ
の
父
母
知
ら
ぬ
心
な
る
べ
し
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・
花
を
見
よ
色
香
も
共
に
散
り
果
て
ゝ
心
無
き
だ
に
春
は
来
に
け
り

・
初
雪
の
積
も
る
は
程
も
無
か
り
け
り
消
ゆ
る
た
ね
と
は
何
か
見
ざ
ら
ん

・
移
り
行
く
月
日
の
数
は
数
ふ
れ
ど
我
が
年
経
る
と
知
る
人
は
無
し

・
何
時
ま
で
か
身
を
徒
ら
に
な
し
果
て
ゝ
終
の
道
を
ば
願
は
ざ
る
ら
ん

・
六
親
の
為
と
思
は
ば
出
家
し
て
現
世
後
生
の
導
き
を
せ
よ

・
蓮
葉
の
濁
に
染
ま
ぬ
露
の
身
は
た
ゞ
そ
の
ま
ま
の
真
如
実
相

・
に
わ
か
に
は
願
ひ
て
も
や
は
法
の
道
常
々
坐
禅
工
夫
し
て
み
よ

・
仏
と
て
外
に
求
む
る
心
こ
そ
迷
ひ
の
中
の
迷
ひ
成
け
り

・
隔
つ
と
て
何
か
は
有
ら
ん
を
し
な
べ
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性

・
説
き
も
せ
ず
言
ひ
も
得
ざ
り
し
所
を
ば
知
ら
ぬ
物
ぞ
と
知
る
ぞ
知
る
な
る

・
散
れ
ば
咲
き
咲
け
ば
又
散
る
春
毎
の
花
の
姿
は
如
来
常
住

・
輪
廻
す
る
瞋
欲
愚
癡
の
絆
を
ば
斬
ら
で
は
い
か
で
身
は
浮
か
ぶ
べ
き

・
濡
ら
し
つ
る
袖
の
涙
の
乾
く
間
も
無
き
面
影
の
月
に
ぞ
立
添
ふ

・
類
も
無
く
唯
一
筋
の
法
の
道
を
行
か
ぬ
心
の
小
車
は
憂
し

・
を
の
づ
か
ら
身
は
徒
ら
に
な
り
に
け
り
虚
空
を
常
の
住
処
と
思
へ
ば

・
仮
の
世
に
徒
な
る
露
の
身
を
持
ち
て
千
歳
を
競
ふ
人
の
は
か
な
さ

・
世
の
憂
さ
に
変
へ
て
住
み
ぬ
る
柴
の
戸
に
問
は
じ
顔
な
る
人
も
恨
め
し

・
妙
な
り
し
法
の
蓮
の
花
の
身
は
幾
代
経
る
と
も
色
は
変
は
ら
じ

・
霊
仏
霊
社
と
云
ふ
て
皆
人
の
何
嘆
く
ら
ん
心
尽
く
し
に

・
そ
の
ま
ま
に
生
ま
れ
な
が
ら
の
心
こ
そ
願
は
ず
と
て
も
仏
な
る
べ
し

・
露
と
消
え
幻
と
醒
め
稲
妻
の
影
の
ご
と
く
に
身
は
思
ふ
べ
し

・
願
は
く
ば
善
き
事
は
せ
よ
悪
し
き
事
は
二
世
の
障
り
と
深
く
慎
し
め

・
嘆
く
な
と
真
の
道
は
そ
の
ま
ま
に
二
つ
も
無
し
又
三
つ
も
無
し
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・
楽
々
と
心
か
ら
に
て
彼
の
岸
に
渡
る
も
易
き
法
の
船
人

・
報
ひ
ぞ
と
見
る
は
愚
か
の
心
か
な
善
き
事
に
つ
き
悪
し
き
事
に
も

・
有
に
も
非
ず
無
に
も
非
ざ
る
其
中
に
我
が
故
郷
の
人
の
知
ら
ず
や

・
生
き
死
に
の
理
知
ら
ぬ
僧
ど
も
は
犬
の
衣
を
着
た
る
な
る
べ
し

・
後
の
世
の
た
め
と
思
は
ゞ
慈
悲
心
に
情
け
を
か
け
て
他
を
利
益
せ
よ

・
奥
山
に
結
ば
ず
と
て
も
柴
の
庵
心
か
ら
に
て
世
を
ば
厭
ふ
べ
し

・
国
い
づ
く
里
は
い
か
に
と
人
問
は
ゞ
本
来
無
為
の
物
と
答
へ
よ

・
焼
き
捨
て
て
灰
に
な
り
な
ば
何
物
か
残
り
て
苦
を
ば
受
け
ん
と
ぞ
思
ふ

・
妄
執
の
雲
を
し
さ
て
も
遙
け
に
は
身
の
な
る
果
て
に
地
獄
天
堂

・
煙
立
つ
野
辺
の
哀
れ
を
何
時
ま
で
か
余
所
に
見
な
し
て
身
は
残
り
な
ん

・
吹
く
時
は
音
騒
が
し
き
山
風
の
吹
か
ぬ
時
に
は
何
と
な
る
ら
ん

・
心
を
ば
墨
の
衣
に
染
め
な
し
て
身
を
ば
憂
世
の
有
る
に
任
せ
て

・
画
像
に
も
木
像
に
も
よ
く
祈
る
身
は
病
難
死
苦
の
逃
れ
有
る
か
は

・
寺
を
建
て
堂
を
立
て
た
る
功
徳
に
は
只
常
々
の
慈
悲
や
ま
し
な
ん

・
明
日
ま
で
と
世
を
ば
頼
む
ぞ
朝
顔
の
露
よ
り
も
猶
徒
な
り
し
身
を

・
前
の
世
に
慈
悲
を
な
し
た
る
人
を
こ
そ
人
も
そ
の
ま
ゝ
仏
と
は
見
れ

・
聞
く
事
と
見
る
事
に
だ
に
迷
は
ず
ば
何
か
菩
提
の
障
り
な
る
べ
き

・
夢
の
世
の
先
を
深
く
も
厭
ふ
こ
そ
安
楽
国
を
知
ら
ぬ
人
な
れ

・
眼
の
前
の
迷
ひ
悟
り
の
所
を
ば
真
の
道
を
知
る
人
ぞ
知
る

・
見
る
毎
に
皆
そ
の
ま
ま
の
姿
か
な
柳
は
緑
花
は
紅

・
色
相
は
そ
の
時
々
に
変
は
る
と
も
不
生
不
滅
の
心
は
変
わ
ら
じ

・
会
者
定
離
生
ず
る
も
の
は
必
滅
の
理
知
ら
で
何
嘆
く
ら
ん

・
日
々
に
猶
行
末
遠
く
な
り
に
け
り
何
時
を
限
り
の
命
な
る
ら
ん
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五
九

・
諸
共
に
哀
れ
を
思
ふ
そ
の
中
に
有
る
は
無
く
な
り
無
き
は
数
添
ふ

・
関
守
に
我
心
を
や
貸
し
ぬ
ら
ん
直
ぐ
な
る
道
を
行
き
か
ぬ
る
身
は

・
澄
み
上
る
心
の
月
の
影
晴
れ
て
隈
な
き
も
の
は
本
の
境
界

・
は
か
な
く
も
明
日
の
命
を
頼
む
か
な
昨
日
は
過
し
心
な
ら
ず
に

・
よ
し
や
君
住
憂
く
ば
世
に
住
ま
で
有
ら
ん
深
き
山
に
は
共
に
入
と
も

・
悟
り
得
て
心
の
闇
の
晴
れ
ぬ
れ
ば
慈
悲
も
情
け
も
有
明
の
月

・
出
る
と
も
入
と
も
月
を
思
は
ね
ば
心
に
か
ゝ
る
山
の
端
も
無
し

　

右
の
一
巻
、
由
無
し
事
な
れ
ど
も
、
心
ざ
す
事
の
侍
り
し
か
ば
、
人
の
持
て
る
を
請
て
、
写
し
止
め
侍
り
ぬ
。
童
子
、
沙
を
集
む
る

戯
れ
だ
に
、
功
徳
の
有
る
由
侍
り
。
ま
し
て
や
、
か
く
尊
き
法
の
道
を
写
し
止
め
侍
り
し
か
ば
、
仏
に
な
る
事
、
疑
い
有
べ
か
ら
ず
と

ぞ
思
ひ
給
ふ
る
。
此
次
に
思
ひ
出
し
、
言
ひ
続
け
侍
り
ぬ
る
ま
ゝ
に
、
心
に
任
せ
て
、

・
願
は
ず
と
道
の
道
た
る
道
に
行
か
ん
身
の
限
り
有
る
道
を
道
に
て

　

以
上
が
『
法
語
』
第
三
部
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
仮
に
七
つ
に
分
類
し
て
概
略
的
に
説
明
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
雲
や
花
の
よ
う
に
は
か
な
い
身
で
あ
る
が
故
に
、
我
が
身
が
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
つ
ら
い
こ
と
だ
が
そ
れ
こ
そ
本
来
空

の
姿
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
自
分
が
居
る
こ
の
世
は
所
詮
仮
の
世
の
住
ま
い
な
の
だ
。
所
詮
は
か
り
そ
め
で
あ
る
こ
の
世
の
中
に
、
は
か
な

い
露
の
ご
と
き
身
を
も
っ
て
、
千
年
も
長
ら
え
よ
う
と
す
る
人
の
愚
か
し
さ
よ
。
明
日
ま
で
こ
の
世
に
長
ら
え
ん
こ
と
を
頼
み
に
し
て
い
る

こ
と
だ
。
朝
顔
に
置
く
露
よ
り
も
な
お
は
か
な
い
こ
の
身
な
の
に
。

　

②
花
を
見
る
が
い
い
、
色
も
香
も
も
ろ
と
も
に
散
り
果
て
て
、
心
を
持
た
ぬ
も
の
に
さ
え
春
は
く
る
の
だ
。
刻
々
に
移
り
行
く
月
日
を
数

え
て
も
、
自
分
が
刻
々
に
年
を
と
っ
て
い
る
の
だ
と
自
覚
し
て
い
る
人
は
い
な
い
。
荼
毘
の
煙
が
立
ち
上
る
野
辺
の
哀
れ
を
、
い
つ
ま
で
他

人
事
と
見
な
し
て
、
我
が
身
は
残
っ
て
い
ら
れ
よ
う
か
。

　

③
親
族
の
た
め
と
思
う
な
ら
ば
、
出
家
し
て
現
世
と
来
世
と
の
導
き
を
せ
よ
。
急
に
思
い
立
っ
て
願
っ
て
も
成
就
し
が
た
い
仏
道
で
あ

る
。
常
日
頃
よ
り
坐
禅
を
し
修
行
を
し
な
さ
い
。
心
を
墨
染
め
に
染
め
な
が
ら
（
出
家
の
身
で
あ
り
な
が
ら
）
我
が
身
は
世
間
の
あ
る
が
ま

ま
に
渡
り
行
く
。

　

④
仏
を
求
め
る
と
言
っ
て
、
自
分
の
外
に
求
め
よ
う
と
す
る
心
こ
そ
が
、
迷
い
の
中
で
も
最
た
る
迷
い
な
の
だ
。
総
じ
て
一
切
の
衆
生
は
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六
〇

み
な
仏
性
を
そ
な
え
て
い
る
の
だ
か
ら
。
霊
験
あ
ら
た
か
な
寺
社
だ
と
い
っ
て
参
詣
す
る
人
は
み
な
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
を
な
し
、
い
っ
た

い
な
に
を
嘆
く
の
だ
ろ
う
か
。
生
ま
れ
つ
い
た
心
そ
の
ま
ま
こ
そ
が
、
何
を
願
う
こ
と
が
な
く
て
も
仏
な
の
で
あ
る
。
絵
に
画
か
れ
像
に
彫

ら
れ
た
仏
祖
に
対
し
て
ひ
た
す
ら
祈
る
人
は
、
病
や
死
の
苦
難
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
姿
形
あ
る
も
の
は
時
々
刻
々
に
変
化
す
る

と
し
て
も
、
生
滅
に
預
か
ら
な
い
心
は
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

⑤
善
行
を
な
し
て
、
悪
行
は
今
世
と
来
世
の
障
碍
と
な
る
と
思
っ
て
ど
う
か
深
く
慎
ん
で
欲
し
い
。
後
世
に
善
果
を
得
た
い
と
思
う
な
ら

ば
、
慈
悲
の
心
を
抱
い
て
、
他
人
に
対
し
て
情
け
を
か
け
て
、
他
人
に
と
っ
て
善
い
こ
と
を
し
な
さ
い
。
寺
や
堂
を
建
立
し
た
功
徳
よ
り

も
、
た
だ
日
頃
の
慈
悲
の
心
の
方
が
勝
っ
て
い
る
。
前
世
に
お
い
て
慈
悲
の
行
い
を
し
た
人
は
、
肉
身
そ
の
ま
ま
が
仏
で
あ
る
、（
即
身
成

仏
）
と
み
る
こ
と
だ
。
悟
り
を
得
て
心
の
闇
も
晴
れ
た
の
で
、
今
は
慈
悲
も
情
け
も
持
て
る
身
と
な
っ
た
。

　

⑥
出
身
の
国
は
ど
こ
か
、
故
郷
は
ど
こ
か
と
人
が
尋
ね
た
な
ら
ば
、
私
は
元
よ
り
何
に
も
よ
ら
な
い
も
の
と
答
え
る
が
い
い
。
見
る
度
毎

に
世
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
る
。
柳
は
緑
の
葉
を
垂
れ
、
花
は
紅
の
色
を
吐
く
。

　

⑦
夢
の
よ
う
な
は
か
な
い
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
身
の
行
く
末
を
深
く
忌
み
嫌
う
の
は
、
浄
土
を
し
ら
ぬ
人
だ
か
ら
だ
。

三
　
お
わ
り
に

　

紙
面
の
都
合
上
、
行
論
中
に
言
及
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、『
東
海
一
休
和
尚
年
譜
』、『
自
戒
集
』、『
狂
雲
集
』
に
よ
れ
ば
、
一

休
は
比
丘
尼
へ
の
蔑
視
観
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
部
の
比
丘
尼
、
つ
ま
り
一
休
の
兄
弟
子
で
あ
る
養
叟
宗
頤
や
そ
の
弟
子
春

浦
宗
熙
よ
り
、
仮
名
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
古
則
を
購
入
し
得
法
を
す
る
と
い
う
、
ま
た
、
性
的
な
情
交
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
得
法
す
る

と
い
う
、
い
か
が
わ
し
い
禅
風
に
近
づ
い
て
い
た
比
丘
尼
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
比
丘
尼
へ
の
蔑
視
で
は
な
い
。
仏
道
に
対
す
る

真
摯
な
態
度
が
み
ら
れ
る
比
丘
尼
に
は
、
夜
を
徹
し
て
教
化
・
説
法
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
仏
道
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
に

よ
っ
て
そ
の
比
丘
尼
へ
の
観
念
は
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る（

３
）。

　

得
法
、
印
可
証
明
の
受
授
を
目
的
と
し
な
い
、
在
家
の
女
人
に
対
し
て
も
同
様
で
、
公
案
に
つ
い
て
の
法
話
を
真
摯
に
求
め
る
仏
道
者
が

あ
る
な
ら
、
し
か
る
べ
き
態
度
に
て
そ
の
要
請
に
応
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
開
山
下
火
録（

４
）』

の
法
語
か
ら
は
、
五
障
三
従
・

変
成
男
子
と
い
っ
た
、
所
謂
、
仏
教
的
女
性
蔑
視
的
表
現
は
一
つ
も
み
ら
れ
ず
。
女
丈
夫
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
性
差
別
的
観

念
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。『
法
語
』
の
中
に
も
、
釈
尊
の
説
法
に
も
、
女
人
成
仏
の
難
し
さ
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
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六
一

て
、
道
心
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
男
子
に
生
を
受
け
て
も
、
そ
の
全
て
が
成
仏
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
龍
女
は
八
歳
で
道
を
悟

り
、
三
国
に
そ
の
名
を
残
し
た
。
女
人
で
あ
っ
て
も
頼
も
し
い
も
の
だ
。
成
仏
は
、
尊
い
光
を
放
っ
た
り
、
霊
妙
不
可
思
議
な
こ
と
を
見
せ

る
こ
と
で
は
な
い
。
心
の
中
に
疑
問
が
無
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
を
大
悟
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
い
う
内
容
の
文
言
が
あ
り
、
女
人
の
道
心
や

悟
り
に
つ
い
て
積
極
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。

　
『
法
語
』
に
み
る
一
休
の
女
人
教
化
は
、
自
己
の
心
の
他
に
仏
は
な
い
こ
と
を
よ
く
心
得
、
真
摯
に
心
の
中
の
疑
問
を
参
学
に
よ
っ
て
な

く
す
事
を
主
眼
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
）『
東
海
一
休
和
尚
年
譜
』（
平
野
宗
浄
訳
注
『
一
休
和
尚
全
集　

自
戒
集
・
一
休
年
譜
』（
春
秋
社　

二
〇
〇
三
年
））
所
収
。
今
泉
淑
夫
編
『
日

本
仏
教
史
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
三
一
～
三
二
頁
。
駒
澤
大
學
禪
學
大
辭
典
編
纂
所
編
『
新
版
禪
學
大
辭
典
』（
大
修
館
書

店
、
一
九
九
六
年
）。
七
三
五
頁
。

（
２
）
飯
塚
大
展
訳
注
『
一
休
和
尚
全
集　

一
休
仮
名
法
語
集
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。
飯
塚
大
展
氏
は
『
一
休
和
尚
法
語
』
の
解
題
に

お
い
て
、「
『
一
休
和
尚
法
語
』
は
、
一
連
の
禅
宗
系
仮
名
法
語
が
数
多
く
開
版
さ
れ
た
江
戸
時
代
初
期
（
寛
永
年
間
を
中
心
と
す
る
）
の
出

版
状
況
を
反
映
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
さ
れ
、
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
』
や
『
大
燈
国
師
仮
名
法
語
』
と
の
影
響
関
係

も
指
摘
し
得
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
『
一
休
和
尚
法
語
』
が
、
先
述
の
『
大
燈
国
師
仮
名
法
語
』『
聖
一
国
師
仮
名
法
語
』『
抜

隊
和
尚
仮
名
法
語
』
等
と
共
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
著
作
さ
れ
、
こ
れ
ら
仮
名
法
語
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
の
仏
教
思
想
を
考
え
る
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
『
法
語
』
が
後
代
広
が
り
を
み
せ
た
一
休
禅
の
一
端
で
あ
る
と
考
え

れ
ば
、
一
休
の
禅
風
が
ど
こ
か
し
ら
残
っ
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
休
に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
『
法
語
』
で
あ
れ
ば
、
一
休
に
仮

託
す
る
だ
け
の
何
か
が
あ
る
た
め
に
仮
託
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
後
代
に
一
休
に
仮
託
さ
れ
て
書
か
れ
た
仮
名
法
語
の
中
に
、
一
休
の

禅
風
の
一
端
を
垣
間
見
る
姿
勢
で
、
本
仮
名
法
語
の
中
に
一
休
の
女
人
教
化
の
内
容
を
探
求
し
た
。

（
３
）
ま
た
こ
こ
で
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
一
休
が
著
し
た
『
自
戒
集
』
や
『
狂
雲
集
』
に
お
け
る
養
叟
宗
頤
や
春
浦
宗
煕
、
比
丘
尼
衆
に
対
す

る
罵
詈
雑
言
を
、
そ
の
ま
ま
、
当
時
の
大
徳
寺
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
教
化
の
様
相
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
一
休
の
批
判
的
見
解
が
あ
る
反
面
、
船
岡
誠
氏
が
、「
一
休
と
養
叟
―
一
休
論
の
再
検
討
―
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
八
三
、
一
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六
二

九
八
九
）
に
指
摘
し
た
よ
う
な
見
解
も
あ
る
。
つ
ま
り
春
浦
や
養
叟
の
活
動
は
、
一
面
で
禅
の
庶
民
化
を
は
か
り
、
大
徳
寺
教
団
の
繁
栄
も
も

た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
比
丘
尼
に
つ
い
て
も
、
応
永
元
年
に
薪
村
の
山
住
ま
い
を
し
て
い
た
一
休
を
訪
ね
、
真
摯
に
夜
通
し
問
答
を
行
う
者
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
休
の
『
自
戒
集
』
や
『
狂
雲
集
』
に
お
け
る
、
養
叟
や
春
浦
や
比
丘
尼
衆
に
対
す
る
批
判
的
文
言
を
、
一
概

に
文
字
通
り
に
捉
え
、
一
休
に
比
丘
尼
に
対
す
る
蔑
視
観
が
あ
っ
た
こ
と
の
み
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

（
４
）
平
野
宗
浄
訳
注
『
一
休
和
尚
全
集　

自
戒
集
・
一
休
年
譜
』（
春
秋
社　

二
〇
〇
三
年
）。
所
収
『
開
祖
下
火
録
』
に
は
、
四
六
〇
名
分
の
下
火

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
確
実
に
女
人
の
下
火
と
判
断
で
き
る
も
の
は
二
七
で
あ
る
。
女
丈
夫
の
言
葉
は
次
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。

見
色
宗
心　
　

下
火
云

法
法
本
来
法
、
心
心
本
来
心
。
女
丈
夫
の
機
用
、
鉄
を
点
じ
て
黄
金
と
作
す
。
正
に
与
麼
の
時
、
見
色
宗
心
大
姉
、
四
十
四
年
、
流
注
、
什

麼
処
に
か
勦
絶
し
去
る
。
日
照
し
天
臨
む
。
与
麼
な
り
と
い
え
ど
も
、
即
今
末
後
の
一
句
、
作
麼
生
か
行
履
し
去
ら
ん
。
火
把
を
以
て
地
上

に
劃
一
劃
し
て
云
く
、
若
し
楼
に
登
っ
て
望
ま
ず
ん
ば
、
焉
ん
ぞ
滄
海
の
深
き
こ
と
を
知
ら
ん
や
。�

（
原
漢
文
）（
傍
線
筆
者
）

慈
貞　
　

下
火
云

貞
潔
な
る
女
丈
夫
、
宗
門
作
家
の
徒
。
劫
火
、
大
千
を
焼
く
、
無
無
無
無
無
。
恁
麼
な
り
と
雖
然
、
慈
貞
禅
尼
、
出
身
の
一
句
、
如
何
ん
が

受
用
し
去
ら
ん
。
火
把
を
以
て
地
を
打
っ
て
云
く
、
前
頭
は
馿
腮
馬
腹
、
後
頭
は
普
賢
文
殊
。�

（
原
漢
文
）（
傍
線
筆
者
）

風
光
信
成　
　

下
火
云

大
地
山
河
、
忽
ち
見
成
す
、
風
光
は
一
段
と
画
け
ど
も
成
り
難
し
。
閻
魔
、
死
鬼
来
っ
て
相
見
す
れ
ば
。
玉
殿
瓊
楼
、
何
の
所
成
ぞ
。
恭
し

く
惟
ん
み
れ
ば
、
典
侍
五
品
風
光
信
成
尊
位
、
六
十
余
年
の
作
略
、
信
心
不
二
、
不
二
信
心
。
着
々
た
る
出
身
の
路
、
独
掌
、
浪
に
鳴
ら

ず
。
貴
遊
清
宴
、
見
色
聞
声
。
逆
行
順
行
、
七
縦
八
横
。
謂
つ
べ
し
、
這
箇
の
女
丈
夫
、
天
然
に
衲
子
の
眼
睛
を
具
す
と
。
這
裏
に
到
っ

て
、
見
成
公
案
、
如
何
ん
が
領
略
せ
ん
。
看
る
時
見
え
ず
、
月
白
く
風
清
し
。
恁
麼
な
り
と
雖
然
、
末
後
の
牢
関
、
什
麼
処
に
か
行
履
し
去

ら
ん
。
洴
汾
信
を
絶
ち
、
心
逕
に
苔
生
ず
、
那
箇
か
是
れ
信
を
絶
つ
一
句
。
火
把
を
以
て
斬
る
勢
を
作
し
て
云
く
、
閻
浮
日
午
に
三
更
を
打



日
本
中
世
に
お
け
る
禅
僧
の
女
人
教
化
（
海
老
澤
）

六
三

す
。�

（
原
漢
文
）（
傍
線
筆
者
）




